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地域の宝を災害から守る
筑紫神社消防演習

大賀酒造春の蔵開き

福岡県青少年健全育成対策推進本部長顕彰受賞報告
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延焼を防止する水幕ホースと小型ポンプを操作する消防団員

　市内原田の筑紫神社で筑紫野市消防団・筑紫野太宰
府消防組合消防本部による消防演習が行われ、消防団
員約40人が参加しました。
　演習は、本殿から出火した想定で行われ、消火栓や
防火水槽から水利を確保し、神社の東西両側からホー
ス延長、小型可搬ポンプを運び上げ、放水を行いました。
筑紫神社宮司の味酒 安志さんからは「神社の防災が地
域全体の防災につながると思います」と謝辞がありました。

利便性が向上しましたしぼりたての新酒を味わいに

長年の青少年の育成が
評価される

県道筑紫野三輪線の筑紫交差点を改良しました

筑紫から原田方面を撮影会場からあふれるほどの人出でにぎわっていました

　丁字交差点となっていたところを十字交差点に改良
し、各方向に自動車・歩行者用の信号機や横断歩道が
設置されました。以前に比べて、車線をコンパクトに
し、歩道を広げたことにより、歩行者が安全に通行で
きるようになるとともに利便性も向上しました。なお、
交差点横の歩道橋については、４月初旬に撤去される
予定です。

　1673年に創業した、県内で最も歴史のある酒蔵の
大賀酒造株式会社(市内二日市中央)で、春の蔵開きが
行われました。今年できた新酒が来場者に振る舞われ、
熟成しておいしいお酒に舌鼓を打ちました。
　また、普段見ることができない酒蔵が一般公開され、
自由に見学することができました。他にも、人気の酒ま
んじゅうや市の物産品の販売が行われ、多くの人でに
ぎわっていました。

　青少年の育成について、多くの困難を克服しながら
模範となる活動を継続している団体に贈られる県の顕
彰に筑紫野市から３団体が選ばれ、２月に行われた顕
彰式の報告がありました。
　筑紫野市青少年育成市民会議(活動年数38年)と山
家岩戸神楽保存会(同25年)に表彰状、山家通学合宿
実行委員会(同５年)に感謝状の贈呈がありました。
藤田市長に現在の活動を報告した皆さんは「これから
も活動を続けていきたい」と話していました。


